
R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

漢字を学ぼう ● ● ● ●
熟語を学ぼう ● ● ● ●
語句を学ぼう

文脈で語句の意味を考えよう ● ●
展開をとらえよう

心情をとらえよう

行動の理由・人物像をとらえよう

文章中の表現を味わおう ●

話題・情報をとらえよう ● ● ●

指示語・接続語をとらえよう ● ● ●

文章を解釈しよう ● ●

理由をとらえよう ● ●
段落構成をとらえよう

要旨をとらえよう ● ● ●
古文のかなづかい・古語を学ぼう ● ●
古文の会話・主語をとらえよう

古文の展開をとらえよう

漢文・漢詩を味わおう

詩・短歌を味わおう ● ● ●
和歌・俳句を味わおう ●
文の組み立てを知ろう

自立語を学ぼう ● ●
付属語を学ぼう ● ●
敬語を使いこなそう

グラフ・図表を読み取ろう

話し合いをとらえよう ●
伝え方の工夫を学ぼう

課題作文を書こう ● ● ● ●
★聞き取り問題

大問数 3 3 3 3
小問数 25 23 24 25

記号解答 6 4 7 6

記述式解答（漢字の読み書きも含む） 19 19 17 19
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公立高校入試情報

　令和6年度滋賀県入試の全体傾向

【国語】 語
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滋賀県

例年同様の3大問構成。昨年度に比べて，本年度は大問1の資料の数が減少した。大問2
では俳句を含んだ随筆や話し合いが出題された。全体的に記述式の割合が大きい。

 大問1　論説文　幸田正典『魚にも自分がわかる―動物認知研究の最先端』
大問2　俳句を含む文章・話し合い・作文　神野紗希『俳句部、はじめました―さくら咲く

 一度っきりの今を詠む』
 大問2　俳句を含む文章・話し合い・作文　神野紗希『起立礼着席青葉風過ぎた』

 大問2　俳句を含む文章・話し合い・作文　正岡子規『いくたびも雪の深さを尋ねけり』
 大問2　俳句を含む文章・話し合い・作文　中村草田男『万緑の中や吾子の歯生え初むる』

 大問3　言語事項・和歌　滝沢武久『子どもの思考力』
大問3　言語事項・和歌　防人歌『父母が頭かき撫で幸くあれて言ひし言葉ぜ忘れかねつる

 (万葉集)』
大問3　言語事項・和歌　紀貫之『人はいさ心も知らずふるさとは花ぞ昔の香ににほひける
(古今和歌集)』

■文章記述問題の対策

文章記述問題が多く，本文の言葉をそのまま用いるのではなく，自分の言葉で書いて
まとめる形式が複数ある。書くべき内容を整理してから書き始める習慣をつけておき
たい。また，内容の過不足なく記述できる表現力も必要である。

■現代文の読解問題の対策

文
法

大問1に，説明文の内容に関連した図の並べ替えが出題された。図の中には無関係な図
も含まれているため，説明文を丁寧に読み取る必要がある。全体の流れを捉えて読み
取る練習をするために，類題に多くあたっておきたい。
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